
推進部

数 量 計 算 書



頁番号↓

管 推 進 工



形状・寸法

68.0

62.0

 外径φ812.8mm
推 進 用 鋼 管  t=9.5㎜　L=1.5m 63.0

推 進 工  呼び径φ800㎜ 62.0

発 生 土 処 理 39

仮設備工

坑 口 工  鋼製ケーシング 4

 
鏡 切 り 工  鋼製ケーシング 4

推進用機器据付撤去工 1

推 進 設 備 据 換 工 1

先 導 体 据 付 工  鋼管長1.5m 2

先 導 体 搬 出 工  鋼管長1.5m 2

先導体 組立 ・整 備工  鋼管長1.5m 2

送排泥設備工

送排泥 管設 置撤 去工  坑内 124.0

送排泥 管設 置撤 去工  地上・立坑 76.5

送泥ポンプ据付撤去工  1

排泥ポンプ据付撤去工 2

計測機器類設置撤去工 1

泥水処理設備工

泥水処理装置据付撤去工 1

泥 水 運 搬 処 理 18

薬 液 注 入 工 発進立坑 7

薬 液 注 入 工 到達立坑 7

本

本

㎥

ｍ

ｍ3

箇所

箇所

台

箇所

箇所

台

補助地盤改良工

ｍ

台

台

箇所

回

箇所

ｍ

ｍ

ｍ

  内径800㎜推進工（鋼製さや管 泥水式）　数量集計表

項　　目 計　　　　算　　　　式 数　　量

ｍ

路 線 延 長

推 進 延 長
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頁番号↓

薬 液 注 入 工



 薬液注入工(二重管ｽﾄﾚｰﾅ・複相式)集計表
注入量(V)

(A)

㎡ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ
3

ｍ
3

ｍ
3

kl kl ｍ 本

No.1 6.27 0.350 8.917 5.126 32.140 1.653 11.571 4.141 7

No.2 6.27 0.350 8.677 5.126 32.140 1.653 11.571 3.901 7

合 計 0.700 17.594 23.142 14

立坑№ 種別
面積

削孔長 注入長(L) 対象注入土量(A×L)

土被り長
施工
本数粘性土

(0～4)

発進坑口

砂質土
(0～30)

砂礫土
(0～50)

粘性土
(0～4)

砂質土
(0～30)

砂礫土
(0～50)

1本当り 1箇所当り
砂質土
(0～30)

砂礫土
(0～50)

粘性土
(0～4)

到達坑口



注入 合　計

削孔長 土被り長 注入高 注入面積 対象土量 本数 間隙率 (λ1) 瞬結材 緩結材 瞬結材 緩結材 瞬結材 緩結材

L1 Ａ V ｎ ρ α1 ρ×α (一次)① (二次)② V×λ/ｎ×① V×λ/ｎ×② V×λ/ｎ×① V×λ/ｎ×② Σ(ｖ×λ/ｎ)

ｍ ｍ ｍ ｍ2 ｍ3 本 ％ ％ ％ kl kl kl kl kl

粘性土 0.350

砂質土

No.1 砂礫土 8.917 5.126 32.140 0～50 40 90 36.0 1 0.5 1.102 0.551 1.653

発進坑口 計 9.267 4.141 5.126 6.27 32.140 7 1.102 0.551 1.653

粘性土 0.350

砂質土

No.2 砂礫土 8.677 5.126 32.140 0～50 40 90 36.0 1 0.5 1.102 0.551 1.653

到達坑口 計 9.027 3.901 5.126 6.27 32.140 7 1.102 0.551 1.653

粘性土

砂質土

砂礫土

計

粘性土

砂質土

砂礫土

計

粘性土

砂質土

砂礫土

計

粘性土

砂質土

砂礫土

計

粘性土

砂質土

砂礫土

計

粘性土

砂質土

砂礫土

計

粘性土

砂質土

砂礫土

計

粘性土

砂質土

砂礫土

計

粘性土

砂質土

砂礫土

計

　　注入材料使用量

　　二重管ｽﾄﾚｰﾅ工法に必要な注入材料は，次式による。

　 　V＝ L1 x Ａ

　　Qs＝( V × λ ) / ｎ

　　　Qs：二重管ｽﾄﾚｰﾅ工法の1本当り注入量(kl)　　λ：注入率

　　　 V：対象注入土量(m3) 　　  　ｎ：注入本数

複相式二重管ｽﾄﾚｰﾅ工法注入比率 複相式二重管ｽﾄﾚｰﾅ工法注入率

間隙率 注入填充率 注入率
土　質 ρ α

(％) (％) (％)

0～4 70 40 28.0

 ゆるい　Ｎ値　0～10 4～8 60 40 24.0

砂質土  中　位　Ｎ値　10～30 0～30 45 90 40.5

 締った　Ｎ値　30～ 30以上 35 90 31.5

 細粒分が少ない場合 0～50 40 90 36.0
50以上 35 90 31.5

 注入量の計算(二重管ストレ－ナ・複相式)

立坑No. 土  質

対 象 注 入 土 量 土 質 条 件 填充率 注入率 注　入 比　率
１本当り注入量(Ｖ)

溶液型 懸濁型

Ｎ値

① : ②

土　質 瞬結材：緩結材 適　　用
Ｎ　値

ゆるい～中位

1：1～2 中位～締った

粘性土
1：0

 目的(止水・地盤強化)により選定する
1：1

粘性土

礫質土
1：0.5

砂礫土
ゆるい～中位

1：1～2  細粒分が多い場合又は止水を目的とする場合 中位～締った

1：2～3
砂質土

ゆるい～中位

1：3～4 中位～締った



注入面積計算 注入面積計算 坑口部

3.522×2.813-3.044 2×3.14÷4÷2

㎡ 6.27 ㎡

注入長計算書 注入長計算書

注入上部高 注入底部高 注入高(m) 注入上部高 注入底部高 注入高(m)
粘性土  0～ 4 粘性土  0～ 4
砂質土  0～30 砂質土  0～30
砂礫土 30～50 砂礫土 30～50 260.259 255.133 5.126

5.126

削孔長計算書 削孔長計算書

削孔上部高 削孔底部高 削孔高(m) 削孔上部高 削孔底部高 削孔高(m)

264.400 263.000 1.400

263.000 262.650 0.350

262.650 255.133 7.517

9.267

略
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図

計　　　　算　　　　式

土質 土質

No.1 発進立坑 坑口部

砂質土

粘性土

砂礫土

合　計

土質

粘性土

合　計

合　計

合　計

粘性土

砂礫土
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砂礫土

薬液注入工
二重管ストレーナ複相式

薬液注入工
二重管ストレーナ複相式
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平 面 図
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注入面積計算 注入面積計算

3.522×2.813-3.044 2×3.14÷4÷2

6.27 ㎡

注入長計算書 注入長計算書

注入上部高 注入底部高 注入高(m) 注入上部高 注入底部高 注入高(m)
粘性土  0～ 4 粘性土  0～ 4
砂質土  0～30 砂質土  0～30
砂礫土 30～50 260.259 255.133 5.126 砂礫土 30～50

5.126

削孔長計算書 削孔長計算書

削孔上部高 削孔底部高 削孔高(m) 削孔上部高 削孔底部高 削孔高(m)

264.160 263.000 1.160

263.000 262.650 0.350

262.650 255.133 7.517

9.027

土質 土質

略
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図

土質 土質

合　計 合　計

計　　　　算　　　　式

No.2 到達立坑 坑口部

粘性土砂礫土

砂質土

砂質土 粘性土

砂礫土 砂礫土

合　計 合　計

粘性土

平 面 図

12.32

盛土

2

Bor
-No

.1

H=2
64.

20m

DEP
=12

.32
m

6.00

1.55

1.20

(砂礫)

砂質

25

20

38

18

36

34

37

68

188

125

88

砂礫

砂礫

薬液注入工

二重管ストレーナ複相式

Ａ Ａ

ＡーＡ断 面 図

薬液注入工
二重管ストレーナ複相式

土質

区分

柱

状

図

Ｎ　値

0 1020304050

孔
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15222000
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頁番号↓

立　坑　工



φ3000 φ3000

掘削深≦9m

φ3000　Ｎ≦5 ｍ 0.350 0.350 0.700

掘削深≦9m

　　　 〃　 Ｎ≦30 ｍ － － －

掘削深≦9m

　　　 〃　 Ｎ≦30 ｍ 5.700 5.460 11.160

掘削深≦9m

　　　 〃 30<Ｎ≦50 ｍ 1.750 1.750 3.500

掘削深≦9m

　　　 〃　 50<Ｎ ｍ 1.200 1.440 2.640

掘削深9m＜H≦15m

　　　 〃　 50<Ｎ ｍ 1.225 0.700 1.925

φ3000 箇所 5 5 10

φ2500 箇所 － － －

φ3000 ｍ － － －

φ2500 ｍ － － －

φ3000 箇所 1 1 2

φ2500 箇所 － － －

ｍ 15.12 15.22 30.34

φ3000 ㎥ 10.6 10.6 21.2

φ2500 ㎥ － － －

㎥ 2.8 2.8 5.6

回 1 1 2

回 3 3 6

φ3000 ｍ 10.50 10.00 20.50

φ2500 ｍ － － －

刃　先 φ3000 個 1 1 2

　〃 φ2500 個 － － －

φ3000　砂礫土 個 24 24 48

個 － － －

　スクラップ重量 ｔ 2.563 2.604 5.167

φ3000 箇所 1 1 2

φ2500 箇所 － － －

φ3000 箇所 1 1 2

φ2500 箇所 － － －

カッタビット

　　〃　　　

ケ
ー

シ
ン
グ
材
料

 ケ－シング撤去工

 スライム処分工

 円形覆工板設置工

　　〃　　　

機械設置撤去工

機械退避・再設置工

　　〃　　　

 円形覆工板撤去工

　　〃　　　

　　〃　　　

到達立坑 合 計

礫　質　土

礫　質　土

礫　質　土

〃　

発進立坑

撤
去
工

鋼製ケ－シング

〃

 ケ－シング切断工

単位

礫　質　土

ケ－シング

〃　

ケ－シング

工 種 規格・寸法

引
上
工

名 称

溶
接
工

粘　性　土

砂　質　土

圧
入
掘
削

設
備

 鋼製ケーシング立坑工集計表（1）

覆
工
板

底
盤
工

 底盤コンクリ－ト打設

圧
入
掘
削
積
込
工



φ3000 φ3000

φ3000 回 46 7 53

φ2500 回 － － －

RC-40 ｍ
3

2.12 2.12 4.24

ｸｯｼｮﾝ用砂 ｍ
3

28.45 25.01 53.46

ｍ
3

75.17 71.25 146.42

15㎝以下 ｍ

ｍ
3

15㎝以下　直接積込 ｍ
2

8.48 8.48 16.96

ｍ
3

0.42 0.42 0.84

再生密粒度As t=5cm ｍ
2

8.48 8.48 16.96

M-40　t=30㎝ ｍ
2

8.48 8.48 16.96

RC-40　t=25㎝ ｍ
2

8.48 8.48 16.96

ｱｽﾌｧﾙﾄ濁水処分工

埋戻工

 鋼製ケーシング立坑工集計表（2）

規格・寸法工 種

下層路盤工

道
路
復
旧
工

舗
装
破
砕

発
生
土
処
理

名 称

埋
戻
工

舗
装
切
断

ガ
ラ
処
分

表層工

上層路盤工

アスコンガラ

アスファルト

掘削土量

アスファルト

覆
工
板

 円形覆工板開閉工

合 計到達立坑発進立坑単位

　　〃　　　

　　〃　　　



鋼製ケ－シング立坑

Bor No.1

掘削深≦9.0 粘性土 Ｎ≦5 ｍ

掘削深≦9.0 砂質土 Ｎ≦30 ｍ

掘削深≦9.0 礫質土 Ｎ≦30 ｍ

掘削深≦9.0 礫質土 30<Ｎ≦50 ｍ

掘削深≦9.0 礫質土 50<Ｎ ｍ

掘削深9.0＜H≦15 礫質土 50<Ｎ ｍ

計 ＝ ｍ

ケーシング溶接工 m/箇所 × 5 箇所 箇所

ｹｰｼﾝｸﾞ引上げ工 ｍ

ケ－シング撤去工 箇所

ケーシング撤去部

鋼材切断工 × ＋ ×

＝ ｍ

底盤コンクリ－ト ｍ3

スライム処分工 ｍ3

回

算出根拠次頁 回

鋼製ケーシング φ3000 t=22 ｍ

刃先 φ3000用 個

カッタビット φ3000用　砂礫土（N＞50） 個

スクラップ重量 上部切断部 ｍ × t/m ＝ t

鏡切り部 ( ＋ × 2 箇所 × t/m2 ＝ t t

φ3000 箇所

φ3000 箇所

積算根拠より 回

鋼製ケーシング立坑計算書（発進立坑）

覆工板撤去工

覆工板開閉工

覆工板設置工

0.813

2.337

3.00

工　　種

1.425

15.12

10.6

－

1.750

－

46

2.563

1

1

10.50

)2 × 0.1727

π

π/4

1.64

4分割

3

0.226

10.225

1

粘 性 土

（撤去長）

＝ 47.00 ｍ

0.350

数　量算　　出　　根　　拠

φ3000

圧入掘削積込工

5

1

砂 質 土

礫 質 土

2.8

機械設置撤去工

9.40

機械退避・再設置工

礫 質 土 1.200

礫 質 土 5.700

礫 質 土 1.225

24

1.425

1

0.10



圧入機械退避・再設置工回数の算出 （発進及び到達編 日推協 P-240）

条件 ケーシング呼び径 φ

立坑深 ｍ

先掘深 ｍ

掘削深 ｍ

1m当り施工時間 ｈ／ｍ

ケーシング溶接箇所数 回

少数点以下切り捨てて整数とする。

+ + + +

= 回

n : 機械退避・再設置回数

T1 : 機械設置撤去時間 h

T2 : 圧入掘削積み込み時間 （H2×a h） × = h

H2 : 掘削深(m)

a : 1m当たり施工時間　(h/m)

T3 : ケーシング溶接時間 (L×0.1 h) × = h

L : 総溶接延長 (m) 1箇所当たり L1 = m

　

T4 : 底盤コンクリート打設時間 (V×0.2 h) × = h

V : 底盤コンクリート量 (m3)

T5 : ケーシング引上げ時間 (t1×0.5 h) × = h

t1 : ケーシング引上げ長 (m)

1m当り施工時間計算（加重平均）

× =

× =

× =

× =

× =

計 計

÷ = h/m

10.225

1.750 2.4 4.200m

1.200 2.8 3.360m

2.2

5

3000

8.875

10.225

0.15

= 3.84
2.12

1.4

0.5

0.00

22.50

9.4

47.0 0.1 4.70

回

－

2.2

10.6 0.2 2.12

－

0.350

1.9 0.000m

0.665m

=

3

19.625 9.000 2.2

5.700 2.0

 発進立坑 計算書 [圧入機械退避・再設置]

11.400m

9.000m 19.625m

1.4 22.50 4.70

8

n =
T1 + T2 + T3 + T4 + T5

8

0.000

1.9



掘削面積 × ÷ ＝

機械掘削　  7.28 × （ 10.375 － 0.05 ) ＝

発生土処理 ＝

舗装取壊し

舗装版破砕工

  15㎝以下 － × ＝

× ＝

仮復旧工

下層路盤工 再生切込砕石　 RC-40　ｔ=25cm ＝

下層路盤工 粒調砕石　 M-40　ｔ=30cm ＝

表層工 再生密粒度アスコン t＝5cm ＝

φ3.0+0.2掘　削

1
0
.
3
7
5

掘
　

削
　

深
 
 
=

9
3
7
.
5

3
2
0
0

㎡

φ3.044

掘 削 工

1325

1
3
2
5

3200
9
3
7
.
5

264.40

㎥75.17

算　　　　　　　　　　　　式 数　　　量

4

75.17

7.28

㎥

π

0.9375

アスコンガラ処分工

0
.
0
5

工　　　　種

▽254.025

立 坑 土 工（発進） [掘 削]

GL=

937.5 937.5

舗装平面図

8.48

3.20

0.42

2

3.044

8.48

㎡8.48

㎡

8.48

㎥

8.48 ㎡

㎡

0.05

2

2 2



埋戻面積 × ÷ ＝

× ＝

＝

＝

× ＝

× ÷ × ＝

× ÷ × ＝

＝

7.07 ㎥

㎥控除量計

本管 0.528

埋 戻 量

3.000 π 4

立 坑 土 工（発進）[埋 戻]

工　　　　種 計　　算　　式 数　　　量

28.45 ㎥

1.13 ㎥

2.48 ㎥

4.32 1.35 ㎥

㎥

埋
戻
（

R
C
ー

4
0
）

全　体 7.07 0.300 2.12 ㎥

控
除
量

全　体 7.07 4.375 30.93 ㎥

2.12 ㎥

埋
戻
（

ク
ッ

シ
ョ

ン
砂
）

控
　
除
　
量

π 4 5.18

本管 0.631 π 4

埋 戻 量

控除量計

2

2

3000

断 面 図側 面 図

250防護コンクリート σck=18N/㎜2

3000 3000

立
坑

深
 8

87
5

532 2005 250

1279 1075 250396

213

2005745

コ
ン

ク
リ

ー
ト

高
 3

60
0

埋
戻

高
 
52

7
5

コ
ン

ク
リ

ー
ト

高
 3

60
0

立
坑

深
 8

87
5

埋
戻

高
 
52

7
5

φ600

φ500

φ600

φ500

φ500φ600

2616

3
786

87
4

39
00

φ500

φ600

6402

47
74
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00

3
00
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ッ

シ
ョ

ン
用

砂
 
43

75
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00
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00

ク
ッ

シ
ョ

ン
用

砂
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75
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鋼製ケ－シング立坑

Bor No.1

掘削深≦9.0 粘性土 Ｎ≦5 ｍ

掘削深≦9.0 砂質土 Ｎ≦30 ｍ

掘削深≦9.0 礫質土 Ｎ≦30 ｍ

掘削深≦9.0 礫質土 30<Ｎ≦50 ｍ

掘削深≦9.0 礫質土 50<Ｎ ｍ

掘削深0.9＜H≦1.5 礫質土 50<Ｎ ｍ

計 ＝ ｍ

ケーシング溶接工 m/箇所 × 5 箇所 箇所

ｹｰｼﾝｸﾞ引上げ工 ｍ

ケ－シング撤去工 箇所

ケーシング撤去部

鋼材切断工 × ＋ ×

＝ ｍ

底盤コンクリ－ト ｍ3

スライム処分工 ｍ3

回

回

鋼製ケーシング φ3000 t=22 ｍ

刃先 φ3000用 個

カッタビット φ3000用　砂礫土（N＞50） 個

スクラップ重量 上部切断部 ｍ × t/m ＝ t

鏡切り部 ( ＋ × 2 箇所 × t/m2 ＝ t t

φ3000 箇所

φ3000 箇所

積算根拠より 回

1

1

機械設置撤去工

機械退避・再設置工

0.1727

3

覆工板設置工

0.226 2.604

覆工板撤去工

10.00

3.00

鋼製ケーシング立坑計算書（到達立坑）

（撤去長） 4分割

1.750

礫 質 土 1.440

粘 性 土 0.350

砂 質 土 －

9.700

礫 質 土 5.460

礫 質 土

＝ 47.00 ｍ

1

15.22

7

1

礫 質 土

5

工　　種

圧入掘削積込工

－

φ3000

1

算　　出　　根　　拠

9.40

数　量

π

覆工板開閉工

1.450 1.64

0.813 0.10 )2 × π/4

0.700

1.450

10.6

2.8

2.378

24



圧入機械退避・再設置工回数の算出 （発進及び到達編 日推協 P-240）

条件 ケーシング呼び径 φ

立坑深 ｍ

先掘深 ｍ

掘削深 ｍ

1m当り施工時間 ｈ／ｍ

ケーシング溶接箇所数 回

少数点以下切り捨てて整数とする。

+ + + +

= 回

n : 機械退避・再設置回数

T1 : 機械設置撤去時間 h

T2 : 圧入掘削積み込み時間 （H2×a h） × = h

H2 : 掘削深(m)

a : 1m当たり施工時間　(h/m)

T3 : ケーシング溶接時間 (L×0.1 h) × = h

L : 総溶接延長 (m) 1箇所当たり L1 = m

　

T4 : 底盤コンクリート打設時間 (V×0.2 h) × = h

V : 底盤コンクリート量 (m3)

T5 : ケーシング引上げ時間 (t1×0.5 h) × = h

t1 : ケーシング引上げ長 (m)

1m当り施工時間計算（加重平均）

× =

× =

× =

× =

× =

計 計

÷ = h/m19.817 9.000 2.2

9.700 2.2

9.000m

0.350 1.9

1.9 0.000m

2.0

2.4

1.440 2.8 4.032m

19.817m

2.12

－ 0.5

1.750 4.200m

－

0.665m

5.460

0.1

10.920m

0.000

10.6 0.2

1.4

9.4

4.70

21.34

=
1.4 21.34 4.70 2.12

8
= 3.7 回

3

0.00

47.0

9.700

2.2

5

n =
T1 + T2 + T3 + T4 + T5

8

0.15

 到達立坑 計算書 [圧入機械退避・再設置]

3000

8.35



掘削面積 × ÷ ＝

機械掘削　  7.27 × （ 9.850－ 0.05 ) ＝

発生土処理 ＝

舗装取壊し

舗装版破砕工

  15㎝以下 － × ＝

× ＝

仮復旧工

下層路盤工 再生切込砕石　 RC-40　ｔ=25cm ＝

下層路盤工 粒調砕石　 M-40　ｔ=30cm ＝

表層工 再生密粒度アスコン t＝5cm ＝

43.044 3.14

9
3
7
.
5

9
3
7
.
5

㎥

71.25

㎡8.48

3
2
0
0

数　　　量

1
3
2
5

71.25 ㎥

アスコンガラ処分工

8.48

8.48 0.05 0.42

3.20 0.9375 2

㎡

8.48 ㎡

8.48 ㎡

9
.
8
5
0

掘　削

7.27

㎥

㎡

▽254.310

GL= 264.16

掘
　

削
　

深
 
 
=

工　　　　種 算　　　　　　　　　　　　式

φ3.0+0.2

立 坑 土 工（到達） [掘 削]

掘 削 工 舗装平面図

0
.
0
5

φ3.044 3200

1325 937.5937.5

2

2 2



埋戻面積 × ÷ ＝

× ＝

＝

＝

× ＝

× ÷ × ＝

× ÷ × ＝

＝

3.000 π 4 7.07 ㎥

埋 戻 量 2.12 ㎥

控除量計 ㎥

㎥

㎥

4.65

立 坑 土 工（到達）[埋 戻]

工　　　　種 計　　算　　式 数　　　量

全　体 7.07 0.300 2.12
埋
戻
（

R
C
ー

4
0
）

1.02 ㎥

本管 0.631 π 4 3.79 1.19 ㎥

本管 0.528 π 4

2.21 ㎥

埋
戻
（

ク
ッ

シ
ョ

ン
砂
）

控
除
量

控
　
除
　
量

埋 戻 量 25.01 ㎥

控除量計

全　体 7.07 3.850 27.22 ㎥

2

2

断 面 図

250

コ
ン

ク
リ

ー
ト

高
 
36

00

立
坑

深
 
8
35

0

側 面 図

3000 3000
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頁番号↓

管　挿　入　工



      

材料 DIP-PNφ500

DCIP-PN 直管 1種 内面粉体塗装
（PN挿口付） φ500×1.30m 23 23 本
DCIP-PN 乙切管 1種 内面粉体塗装
（PN挿口－受挿短管挿口） φ500×1.02m 1 1 本

 内面粉体塗装
DIP-PN 受挿短管 φ500 2 2 個

直管用
PN形接合部品 φ500 25 25 組
PN形管用 直管用 直管 乙切管
キャスターバンド φ500 23 ＋ 1 24 組
PN形管用 受挿し短管用
キャスターバンド φ500 1 1 組

名　称 形 状 寸 法 数　　量 計



      

 労務費 DIP-PNφ500

管据付工 φ500 ｍ 30.92 30.9

管接合工 PN形φ500 口 25 25 25

管挿入工 φ500 ｍ 30.92 30.9

挿入設備工 設置・撤去 箇所 1 1 1

挿入台車取付工 ｷｬｽﾀｰﾊﾞﾝﾄﾞ 箇所
 さや管内径(外径) 0.794 m ( 0.813 m)
 本管内径(外径) 0.500 m ( 0.508 m)

A1 = 0.794
2
× π/4 = 0.495

A2 = 0.508
2
× π/4 = 0.203

Ａ = A1 - A2 = 0.292
中込め注入工 ｴｱﾐﾙｸ m3 Ｖ = 0.292 × 31.500 = 9.198 9.20 9

中込め注入設備工 設置・撤去 箇所 1 1

型枠工 m2 中込め注入工より Ａ = 0.292 × 2 0.58 1
発進 V1 = 3.000

2
× π/4 × 3.600 = 25.447

到達 V2 = 3.000
2
× π/4 × 3.600 = 25.447

計 = 50.894

発進 管控除 = = 0.557
管控除 = = 1.570

到達 管控除 = = 0.621
管控除 = = 1.660

計 = 4.408

防護コンクリート工 18N/mm2 m3 ΣV = 50.894 － 4.408 = 46.486 46.49 46

0.813^2×π/4×0.250+0.528^2×π/4×2.244

0.813^2×π/4×0.250+0.630^2×π/4×4.909

30.92

30.92

0.813^2×π/4×0.250+0.528^2×π/4×1.949

0.813^2×π/4×0.250+0.630^2×π/4×4.621

計上
数量

名　称 形 状 寸 法 単位 計　　　算 計



      

材料 DIP-PNφ600

DCIP-PN 直管 1種 内面粉体塗装
（PN挿口付） φ600×1.30m 24 24 本
DCIP-PN 乙切管 1種 内面粉体塗装
（PN挿口－受挿短管挿口） φ600×1.38m 1 1 本

 内面粉体塗装
DIP-PN 受挿短管 φ600 2 2 個

PN形接合部品 φ600 26 26 組
PN形管用 直管用 直管 乙切管
キャスターバンド φ600 24 ＋ 1 25 組

名　称 形 状 寸 法 数　　量 計



      

 労務費 DIP-PNφ600

管据付工 φ600 ｍ 32.58 32.6

管接合工 PN形φ600 口 26 26 26

管挿入工 φ600 ｍ 32.58 32.6

挿入設備工 設置・撤去 箇所 1 1 1

挿入台車取付工 ｷｬｽﾀｰﾊﾞﾝﾄﾞ 箇所 25 25 25
 さや管内径(外径) 0.794 m ( 0.813 m)
 本管内径(外径) 0.600 m ( 0.610 m)

A1 = 0.794
2
× π/4 = 0.495

A2 = 0.610
2
× π/4 = 0.292

Ａ = A1 - A2 = 0.203
中込め注入工 ｴｱﾐﾙｸ m3 Ｖ = 0.203 × 31.500 = 6.395 6.40 6

中込め注入設備工 設置・撤去 箇所 1 1

型枠工 m2 中込め注入工より Ａ = 0.203 × 2 0.41 1

防護コンクリート工 18N/mm2 φ500に計上

名　称 形 状 寸 法 単位

32.58

32.58

計　　　算 計
計上
数量


